
項 目 内 容
名称 マンガン [英]Manganese (Mn) [学名]

概要 マンガンは、動植物に必要な元素であり、体内では多くの酵素 (MnSOD、LDH、ア
ルギニン分解酵素) の構成成分として、抗酸化や糖質・脂質・タンパク質の代謝に
関わっている。生体内組織では、ほぼ一様に分布しているが、特にミトコンドリア
内に多い。通常の食生活でマンガンが欠乏することは、ほとんどないとされてい
る。マンガンを多く含む食品としては、穀類、ナッツ類、納豆、レンコンなどがあ
る。

法規・制度 ■食薬区分
「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に
該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号Mn、原子番号25、原子量54.94。周期表7 (7A) 族の金属元素であり、
動植物で不可欠な元素である。植物ではマンガンが欠乏すると葉緑素の生成が少な
くなる。動物組織内では鉄と共存して微量ながら広く分布し、人では肝、膵臓、毛
髪に多く存在する。
・茶葉中のマンガン含有量はウーロン茶1,440μg/g、煎茶670μg/g、紅茶535μg/g
であった。茶浸出液500 mLを飲用した場合、マンガン推定摂取量は約1.2～2.9



mg/⽇となり、⾷品からのマンガン摂取量の約32〜79％を占めるという報告がある

(1995047710) 。

・⼀般の病院⾷中のマンガン摂取量を測定したところ、⾷物からは約3 mg/⽇、緑 茶か

らは約4 mg/⽇であったという報告がある (PMID:2385440) 。

分析法 ・原⼦吸光光度法 (波⻑︓279.5 nm) により分析されている (101) (102) 。最近 で

は誘導結合プラズマ発光分析法 (ICP法) も使⽤されている (PMID:15161212)
(PMID:15098084) 。

有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=2385440&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15161212&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15098084&dopt=Abstract
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